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Fig. 1  Phosphenium and singlet carbene and their 

higher homologues.
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英文概要
In this review, a new and general method for the preparation of phosphenium complexes of transition metals has been reported.  The stability of phosphenium complexes increases with going to a heavier congener among group 6 transition metals, and with increasing the number of amino substituents on the phosphenium phosphorus.  ………….  
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1． はじめに

　ホスフェニウムとは、[PR2]+ という一般式で書き表される陽イオンリン化合物で、図１に示すような構造をもつ。このホスフェニウムはリン上に孤立電子対と空のｐ軌道の両方をもっており、ルイス塩基としてもまたルイス酸としても働くことができる。中心元素に2つの置換基、一組の孤立電子対、そして空のｐ軌道を有するという点で、ホスフェニウムは一重項カルベン、シリレン、ゲルミレン、スタニレン、プランビレンと等電子構造である。従ってホスフェニウムを配位子とする遷移金属錯体の化学1-5)は、カルベン錯体やシリレン錯体などの化学との比較から、大変興味深い。
　以上の観点から我々は、ホスフェニウム錯体の新しい合成法の開発、遷移金属とリン間の結合の本質の理解、そして反応性に焦点をあてて研究を行っており、現在までいくつかの興味ある結果を得ている。ここでは、・・・

2.1  ホスフェニウム錯体の合成

　ホスフェニウムを配位子とする遷移金属錯体は1978年にParryらにより初めて合成された6)。これを契機として、・・・
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